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彼出大学キャンパスの四季

卒業して、久しぶりに大学を訪ねた方は「自分たちの頃とは随分、変わったな」と、言われます。今年度創立40周

年を迎える徳山大学のキャンパスは、春には梅や桜、初夏の新緑も美しく、大学祭の時期には、かえでやもみじが、行

き交う人の目を楽しませ、心を癒してくれます。また人工芝のグラウンドには学生の声が飛び交い合っています。決し

て大きくはないけれよ 心温まる、人と人のふれあいの多いキャンパスの姿は今も変わりません。 (撮影 :中村道陽)



平
成

二
十

二
年
度

評
議
員
会
開
催

校
友
会
岡
山
支
部
発
起
人
会

開
催
さ
れ
る

平
成

２２
年

■
月

１３
日
岡
山
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
桑
田
町
別
館
に
て
、
徳

山
大
学
校
友
会
岡
山
支
部
発
起
人
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
代
表
に
山
本

和
重
さ
ん

（岡
山
県
警
察
本
部

１６
期
）
副
代
表
に
延
原
宏
さ
ん

（神
戸

星
城
高
等
学
校

１６
期
）
と
稲
垣
直
哉
さ
ん

（東
亜
道
路
工
業

１９
期
）

事
務
局
長
に
延
原
誠
さ
ん

（内
外
総
合
通
信
社

１９
期
）
が
選
任
さ
れ
、

事
務
局
は
延
原
誠
さ
ん
の
経
営
さ
れ
て
い
る
、
株
式
会
社
内
外
総
合
通

信
社
内
に
置
か
れ
ま
し
た
。
平
成

２３
年
４
月
に
支
部
と
し
て
発
足
し
、

年
度
内
に
発
足
記
念
総
会
も
開
か
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
岡
山
地
区
の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
問
合
わ

せ
及
び
連
絡
先
１
０
８
６

（
２
８
６
）
８
１
２
３
内
外
総
合
通
信
社

延
原
さ
ん
ま
で

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
１
回
目
は
１
月
２２
日
周
南
市
文
化
会

館
展
示
室
で
長
澤
雅
彦
氏

（映
画
監
督

・
徳
山
大
学
教
授
）、

２
回
目
は
２
月

２６
日
徳
山
大
学
２
０
１
教
室
で
市
山
尚
三

氏

（オ
フ
ィ
ス
北
野

・
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
３
回
目
は

３
月
１２
日
文
化
会
館
で
し
の
武
さ
ん

（作
家
）
を
講
師
に
、

毎
回
約

８０
名
の
地
域
の
方
を
受
講
生
と
し
て
お
迎
え
し
て
、

充
実
し
た
午
後
の
ひ
と
と
き
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
口
国
体
開
催
記
念
‐

フ
オ
ー
タ
コ
ン
サ
ー
ト
元
気
で
す

今
年
開
催
さ
れ
る
山
口
国
体
を
記
念
し
て
、
平
成
２３
年
２

月

１２
日
周
南
市
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
校
友
会
主
催
の
フ
ォ

ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
通
し
て
、
地
域
に
元
気
を
発
信
し
、

そ
の
元
気
を
山
口
国
体
に
繋
げ
、
併
せ
て
収
益
の

一
部
を
国

体
募
金
に
寄
付
す
る
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
卒

業
生
で
プ
ロ
活
動
中
の
永
谷
青
空
さ
ん
の
ほ
か
、
地
域
で
活

動
中
の
プ
ロ
ア
マ
の
演
奏
に
、
記
録
的
な
豪
雪
の
中
、
お
集

り
い
た
だ
い
た
約
２
５
０
名
の
聴
衆
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
徳
大
生
も
協
力
し
、
成
功
の
裡
に
終
了
し
ま

し
た
。
　

　

　

（関
係
記
事

。
４
ペ
ー
ジ
）

平
成

２２
年
度
評
議
員
会
が
６
月

２６
日
周
南
市
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳

山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
古
谷
副
会
長
よ
り
、
「徳
山
大
学
は
来

年
度
創
立

４０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
学
長
も
永
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
杉
光
英
俊
学
長
か
ら
岡
野
啓
介
新
学
長
へ
と
、
こ
の
春
交
代
さ
れ
、
新

し
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
貢

献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
校
友
会
会
員
の
相
互
の
交
流
が
深

ま
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
」と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
議

事
で
は
、

２１
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
、
続
い
て
、

２２
年
度
活
動
方

針
・事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
特
に
、
徳
山
教
育
財
団
（徳
山
大
学
）評
議
員
候
補
者
に
つ
い
て
、
大
学

側
よ
り
古
谷
副
会
長
に
監
事
就
任
の
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
新
た

に
２
名
の
推
薦
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
在
の
國
廣
会
長
に
加
え
、

新
た
に
廣
瀬
副
会
長
及
び
瀬
川
副
幹
事
長
が
評
議
員
と
し
て
推
薦
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
岡
野
啓
介
学
長
よ
り
、
大
学
の
こ
れ
か
ら

の
教
育
方
針
と
近
況
に
つ
い
て
懇
切
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
行
わ
れ
た
、
懇
談
会
で
は
大
学
か
ら
教
職
員
の
方
、
ま
た
学
生
ゲ
ス

ト
を
迎
え
例
年
以
上
に
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
送
り
ま
し
た
。

塚褥隕隕餃

地
効
力
防
叱
錆
彙
竹
畔
脚
経

―
新
し
い
こ
と
が
必
ず
見
つ
か
る
土
曜
日
の
午
後
の
講
座
―
を
キ

ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
周
南
市
文
化
振
興
財
団
と
徳
山
大
学

・
校
友
会

が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
今
年
度
か
ら
始
め
た
、
サ
タ
デ
ー
レ
ク
チ
ヤ
ー
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育

成

す

べ
き

　

学

生

像

徳
山
大
学
　
学
長
　
岡
野
啓
介

徳
山
大
学
は
創
設
以
来
、
「個
性

の
伸
長
を
本
旨
と
す
る

『
知

・
徳

・

体
』

一
体
の
教
育
を
行
う
」
と
い
う

教
育
理
念
を
掲
げ
、
総
合
的
な

『
人

間
力
』
を
備
え
た
人
材
の
育
成
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
「
知
」
や

「体
」

に
代
表
さ
れ
る
諸
能
力
”
〓
〓
ご

に

対
し
、
種
々
の
社
会
的
局
面
に
遭
遇

し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
能
力
を
ど
の
方

向
に
生
か
し
、
社
会
全
体
に
と

っ
て

良
い
結
果

。
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
そ
の
要
因
と
な
る
能
力

が

「徳
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ

の
「徳
」
を
従
来
的
な
ュ
詳
Ｌ
ｏ
と
い
う
意
味
合
い
に
留
ま
ら
ず
、

現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
に
則
し
て

８
ヨ
ｏ
Φ
一
８
ｏ
ヽ
（
※
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
）
卜と
捉
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
の
が
、
本
学

の

「
Ｅ

Ｑ

教

育

」

で

す

。

Ｅ

Ｑ

は

国
日
０
〓

Ｏ
ｇ

］

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
ュ

（
こ

こ
ろ

の
知
能
指
数

）

の
略

で
、

Ｉ

Ｑ

（
Ｆ
ユ

〓
∞ｏ●
ｏ
ｏ

Ｐ
ｏ
ま
８
一
‥
知
能
指
数
）
に
対
比
さ
れ
る
概
念
で
す
。
自
己
を

正
し
く
認
知
し
制
御
す
る
能
力
、
他
者
を
思
い
や
り
長
所

・
短

所
を
理
解
し
て
協
力
体
制
を
作
り
上
げ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

※

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
自
分
自
身
や
仲
間
の
持
つ
能
力
を
上
手
く
運
用
し
、
グ

ル
ー
プ
全
体
と
し
て
高
い
成
果
を
あ
げ
る
能
力
で
、
現
代
社
会
が
求
め
る
最
も
重

要
な
能
力
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
な
ど
を
さ
し

ま
す
。
社
会
の
な
か
で
自
立
し
た
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た

め
の
総
合
的
な

「
人
間
力
」
の
育
成
の
た
め
、
徳
山
大
学
で
は

Ｅ
Ｑ
を
意
識
的
な
育
成
の
対
象
と
捕
ら
え
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
導
入
に
あ
た

っ
て
は
、
他
大
学

に
は
類
例
の
な
い
特
徴
的
な
教
育
内
容
を
誇
る
も
の
で
す
が
、

問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｑ
教
育
は
ま
だ
新
し
い
分
野
で
、
学

術
的
に
裏
打
ち
さ
れ
た
確
固
と
し
た
も
の
が
な
い
の
で
す
。
本

学
の
教
職
員
が
協
力
し
合
い
、
学
外
の
専
門
家
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
や

つ
と
の
こ
と
で
作
り
上
げ
て
き
た
の
が
現
在
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
し
か
し
、
今
年
度
の
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ー
に

は
嬉
し
い
誤
算
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
に

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し
た
高
学
年
の
学
生
た
ち
の
頑
張
り
、

そ
し
て
そ
の
学
生
を
リ
ー
ド
し
た
教
員
の
ス
キ
ル
、
そ
し
て
全

般
を
通
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
学
生
自
身
の
成
長
ぶ
り
の
中
に
、

我
々
の
Ｅ
Ｑ
教
育
の
目
標
と
す
べ
き
も
の
が
見
え
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
の
で
す
。

学
生
諸
君
に
は
こ
の
Ｅ
Ｑ
力
に
加
え
て
、
地
域
に
根
差
し
た

感
覚
を
持
ち
な
が
ら
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
姿
勢

を
備
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
と
な
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
、
す
な
わ
ち
高
い
情
報
処
理

技
術
を
も

つ
て
情
報
収
集
を
行
い
問
題
解
決
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
る
能
力
で
す
。
本
学
で
は
昨
年
度
末
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
徹
底
的
に
行

っ
て
き
ま
し

た
。
学
生

一
人
に

一
台
の
モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン
環
境
の
実
現
を

め
ざ
し
、
各
所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
配
備

さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
教
室
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
実
施
さ
れ
る
授
業
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

講
義
の
Φ
ユ
８
日
Ｆ
”
化
を
促
進
す
る
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ

Ｍ
Ｓ
）
の
導
入
と
、
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｋ
‥
キ
ャ
ス
ク
）
の
構
築
も
、
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｋ
に
は
Ｅ
Ｑ
診
断
結
果
、
学
習
履
歴
や
資
格
取
得
履
歴
、
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
学
生
自
身
が
記
入
し
た
キ
ャ
リ
ア

設
計
の
記
録
、
そ
れ
に
対
す
る
ゼ
ミ
教
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

コ
メ
ン
ト
な
ど
、
学
生
の
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ
ま
す
。
こ
の
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｋ
を
介
し
て
学
生
と
教
職
員
が
対
話
し
な
が
ら
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｋ
や
Ｌ
Ｍ
Ｓ
な
ど
学
内
の
情

報
資
源
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
フ
ル
に
活
用
す
る
事
が
で

き
て
初
め
て
、
実
り
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
、
そ
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
将
来
像
を
我
々

は

「徳
山
大
学
サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
た

一
歩
を
、
今
年
度
、
踏
み
出
し
た

の
で
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
を

一
層
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
専
門
教
育
で
得
た
各
種
の
”げ
日
ぞ
を
活
か
し

て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
の
能
力

８
日
も
ΦひΦＲ
く
を
、

地
域
と
の
連
携
を
と
お
し
て
育
成
す
る
教
育
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考

案
し
、
学
内
に
構
築

・
定
着
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
に
課
さ
れ

た
重
要
な
任
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し



F3月 20日

キャンパス全景  徳山高専側から望む。

体育館や 10子館 (知財館 )はまだ建謎 れていません。

懐
か
し
の
七
=■

ヤ

ン
パ

ス
～
昭
わ

５０
年
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
～

本館増築前(昭 和50年代 前半 )現 在は本館が

増築、向かって左側に図書館右側に11子 館 (旧

短大 )の 建物が建っています。

ゼミ(演 習)授 業風景 昨年退職された中谷孝久先生のゼミの

様子です。背中の方はメッセージお願いします。

通触彙

カリフォルニア州選抜大学レスリングチームとの交流会の模様 (301教室 )

右喘でマイクを持ち進行兼通訳を務めておられたのは水野正子先生(現在退職 )

校風寮(現 在ラグビー部合宿所 )での地域の福社施設

の子供逹との交流会の様子。杵を子どもと一緒に持っ

ているのは山本渾彦さん(2期 生 )

グラウンドで行

われた大学祭

のファイヤース

トーム。現在は

人工芝が貼ら

れ、もう見るこ

とのできない

光景です。

■
‐‐‐

20期 くらいまでの方には、説明不要の旧学生食堂内。

それぞれの恙い出がよみがえるのでは ?
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テ コン ドー全国大会で入賞 !

佐反木俊衡さん (16期)東京都在住

(株式会社スピード&ス トラテジー代表取締役社長)

株式会社スピード&ス トラテジーを 19年経営され

るかたわら32才からテコンドーを始め現在 44才、

2段。今年 2月 19日 20日 に国立代々木競技場で行われた第 22回全日本テ

コンドー選手権、パワーブレイキング (試害」)の部で 3位に入賞されました。

(正拳、手刀、横蹴、回し蹴、後ろ回し蹴で害」つた板の合計枚数での勝敗)入

賞者の中ではダントツの最年長でした。「さすがにもう組手の試合は体力的に無

理なので、ラス トチャンスで試割に挑みなんとか結果が出せたのが幸いでした。

徳大テコンドー部創部を期待しています」とのコメント。

日本国際テコンドー協会サイトh」⊥≦二∠2型畳 こ⊥⊆K≧艶 ≦
=二

二≦量 ⊇QL上⊇∠

徳山大学で在学生 に請話

平島民夫さん 2期 熊本市在住 写真左 (中九州青果株式会社代表取締役社長)

山本輝彦さん 2期 人分市在住 写真中(株式会社西日本新間広告社代表取締役社長)

黒川生次さん15期 東京都在住 写真右 (株式会社日立産機システム)

ヽ _

写真コンテス トで入賞

大木忠彦さん 14期 下松市在住

(株式会社新笠戸 ドッグ)

※写真は入賞作品「SLのある風景」

大木忠彦さんの写真活動 30年記

念個展「なんとなく 30す」が、平成

22年 8月 19日 より9月 7日 まで下

松市花岡の画材屋 Rで開催されまし

た。大木さんは、大学時代も写真部に

所属、これまで様皮なテーマで写真を

撮り続けてきました。現在、地元の会

社に勤めながら、コダックフォトクラ

ブ山□支部長も務めておられます。最

近では「よみうり風景写真コンテス ト

2010」 (読売新間主催)で入賞し、

「こころの風景」として全国書店で販

売されています。

3人の方は徳山大学の3年生を対象

とした校反会主催のOBリ レー講座講

師としてお話をされました。どの方も、

在学生時代の日い出から、社会人とし

て考えていること、就職するにあたり、

大学生としてどのようなことを準備し

なければならないかなど、含蓄にあふ

れるお話をしてくださいました。
|'雲

蛉 鰺 澪

"嬌

毬.  … …

フォークコンサー ト元気です 2011で熱唱 !!

永谷青空 (智巳)さん 27期  宇都市在住

(FMきららデレクター・シンガーソングライター)

2月 12日 (上)周南市市民館大ホールで行わ

れた「山□国体開催記念フォークコンサー ト元気

です2011」 で、メインボーカルとして熱唱、

集まったお客様に トークで笑いを歌で感動を与え

ました。現在は宇部市に拠点をおき、「 FMきら

ら」でデレクター兼番組パーソナリティを務め、音楽活動も続けています。

つややかな歌声の青空君、学生時代は 52キロだつた体重が、今は 5害」増 ?

その分人間性も増しています。

2011年 3月 20日

卒業して 。・・何年・・・

いろいろな場所で活1薔譴されている

卒業年|ご紹介|ます !

※ご投稿もお待ちしています。
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と
く
だ
い
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

新
学
長
　
岡
野
啓
介
先
生
　
就
任

任
期
　
平
成

２２
年
４
月
～
平
成

“
年
３
月

大
阪
府
出
身
、
光
市
在
住

専
門
分
野

。
理
論
物
理
学

・
情
報
教
育

■
略
歴

早
稲
田
大
学
大
学
院

・
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

（理
学

博
士
）

舵
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

・
物
理
学
科

。
助
手
、　

８５

年
　
西
独
ジ
ー
ゲ
ン
大
学

。
物
理
学
科

・
助
手
、

９Ｃ
年
徳
山
大
学

着
任

（助
教
授
）
四
年
　
徳
山
大
学
教
授

四
年
　
米
国
カ
リ
フ
オ

ル
ニ
ア
大
学

ロ
ザ
ン
ジ

エ
ル
ス
校

・
客
員
研
究
員

０５
年
　
経
済
学

部
長
就
任

（現
在
に
至
る
）

退
職
教
職
員
紹
介

平
成

２３
年
３
月
３１
日
付
け
で
、
退
職
さ
れ
る
教
職
員
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
（氏
名
　
職
名
　
主
な
担
当
科
目
又
は
所
属
）

教
員

◎
市
川
　
整
　
　
教
授

（日
本
語
）

◎
大
竹
　
義
則
　
教
授

（環
境
地
理
学
・地
理
歴
史
教
育
法
）

◎
手
塚
　
宗
平
　
教
授

（中
国
語
）

◎
八
田
　
善
穂
　
教
授

（論
理
学
。
科
学
哲
学
）

◎
槙
谷
　
正
人
　
准
教
授

（経
営
学
総
論
）

◎
樋
口
　
淳

一
郎
講
師

（福
祉
入
門
）

職
員

◎
雨
宮
　
潔
　
　
　
　
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

ッ
シ

ョ
ン

どの先生の講義にも、多<の学生、また教職員が、

駆け付け授業を拝聴しました。卒業生の中|こ も、「あ

―あの先生も退職されるのか」と感慨ひとしおの方

もいらつしゃると思います。先生方、長い間、お疲

れさまでした、お世話になりました。

シ

ョ
‥
ト
エ
ッ
セ
イ

一大

学

畿

も

終

わ

り

‥

閥

今
年
は

４。
回
目
の
ポ
プ
ラ
祭

一

一で
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
は
「ポ
プ
ラ
ス
」
と
い
う
造
語
の
テ
ー
マ
一

一を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
、
少
し
で
も
違
う
大
学
祭
に
し
よ
う
一

一と
、
日
夜
準
備
を
重
ね
て
き
た
よ
う
で
し
た
。
　
こ
れ
ま
で
４Ｃ
一

一年
間
本
学
の
大
学
祭
は
本
祭
を
２
日
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
一

一だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
昨
年
は
そ
れ
を
１
日
に
と
い
う
話
一

一も

一
時
出
て
い
ま
し
た
が
、
校
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一

一ど
お
り
２
日
間
の
本
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
一

一で
は
、
今
年
の
学
生
さ
ん
の
手
に
よ
る
２
日
の
祭
り
は
新
た
な
一

第
１
歩
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
メ
イ
ン
会
場
を
一

記
念
館
に
移
し
、
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
な
印
象
に
な
り
ま
し
た
。
し
一

か
し
な
が
ら
、
い
い
の
か
ど
う
な
の
か
１
件
の
苦
情
も
な
く
無
事
一

終
了
し
ま
し
た
。
大
学
祭
を
休
暇
と
と
ら
え
る
人
、
学
生
時
代
一

の
思
い
出
に
楽
し
む
べ
き
だ
と
思
う
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
１
週
間
が
一

終
わ
り
ま
し
た
。
大
学
祭
は

４Ｃ
年
前
「出
発
進
行
」
を
テ
ー
マ
に
一

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
、ほ
う
き
ポ
プ
ラ
の
本
の
よ
う
に

，

空
高
く
、
す
く
す
く
と
本
学
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
の
祈
り
一

を
込
め
て
、
「ポ
プ
ラ
祭
」
と
命
名
さ
れ
た
と
記
録
が
残
っ
て
い
一

ま
す
。
あ
れ
か
ら

４Ｃ
年
「ポ
プ
ラ
ス
」が
示
す
思
い
は
、
い
つ
の
時
一●

代
の
学
生
さ
ん
も
思
い
続
け
て
き
た
普
遍
的
テ
ー
マ
か
も
し
れ
一●

ま
せ
ん
。
来
年
も
、
先
輩
の
思
い
は
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
ブ
ラ
一

ス
ワ
ン
の
大
学
祭
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
一

Ｆ

・
，

●
―
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2011年 3月 20日
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ク
ラ
ブ
活
動
情
報

男
子
バ
ス
ケ
ツト
ボ
ー
ル
部
春
季
秋
季
連
続
優
勝

中
国
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
春
季
優
勝
大
会
に
お
い
て

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
予
選
か
ら
決
勝
リ
ー
グ
ま
で
す
べ

て
ト
リ
ブ
ル
ス
コ
ア
と
い
う
、
圧
倒
的
強
さ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
秋
季
大
会
に
お
い
て
も
他
を
圧
倒
す
る
強
さ
で
優
勝
し
ま

し
た
ｃ
な
お
、
秋
季
大
会
に
お
い
て
江
上
洋
之
選
手

（経
済
４
年
）

が
最
優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
・フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
で
総
合
優
勝

陸
上
競
技
部
は
、
５
月

１４
～

‐６
日
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た

中
四
国
学
生
陸
上
競
技
対
校
大
会
に
参
加
し
、
男
子
フ
ィ
ー
ル
ド
の

部
お
よ
び
女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
で
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

［各
種
目
優
勝
者
］
男
子
　
砲
丸
投
　
立
野
優
貴
選
手

（経
済
４
年
）

女
子
　
砲
丸
投

・
ハ
ン
マ
ー
投
　
一昌
田
江
利
奈
選
手

（経
済
４
年
）

優
勝
の
２
名
は
、
昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
イ
ン
カ
レ
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。

中
国
四
国
学
生
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
王
座
決
定
戦
で

男
女
全
国
大
会

へ
出
場

創
部

３
年
日
の
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
部

（部
員

Ｈ
名
）
が
今
回
の

中
四
国
学
生
王
座
決
定
戦
で
、
団
体
で
女
子
が
優
勝
、
男
子
が
２
位

と
な
り
初
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
な
お
、
２
０
１
０
年

イ
ン
カ
レ
フ
イ
ー
ル
ド
大
会
女
子
の
部
に
お
い
て
大
塚
渚
選
手

（経

済
２
年
）
が
堂
々
の
２
位
入
賞
を
呆
た
し
ま
し
た
。

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ヘ
　
Ｔ
Ｕ
Ｐ
結
成

山
口
県
内
各
地
で
は
、
各
所
管
の
警
察
著
と
協
力
し
て

「地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
地
域
住
民
の
方
々
に

よ
る
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
が
あ
り
、
地
域

の
安
全
の

た
め
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
本
学
も
賛
同
し
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
グ
ル
ー
ブ
、
Ｔ
ｕ
Ｐ

（徳
山
大
学
バ
ト
ロ
ー
ル
）

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
ｃ
現
在
で
は
、
周
南
署
及
び
地
域
の
方

々

と
共
に
、
各
種
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
．

学
生
の
声

・
声

・
声

な
の
お
も
う
撼
山
大
学

経
済
学
部
１
年
　
木
村
礼
佳

入
学
し
て
は
や

一
年
二
．ざ
ま
し
た

が
、
先
生
や
職
員
の
ガ
た
ち
と
の
触

れ
合

い
も
多
く
、
何
も
し
な
い
で
も
、

大
学
に
い
る
だ
け
で
落
ら
着
で
気
持

に
な
り
ま
す
。
最
初
、
男
子
学
生
が

多
く
て
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
薇
業
や

大
学
行
事
を
逍
し
て
、
男
女
閂
わ
ず
、
い
い
先
革
や
友

逹
に
恙
ま
れ
、
今
は
本
当
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大
学
と

思

っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
多
き
、
こ
れ

が
何
よ
り
れ
は
こ
の
大
学
大
学
し
て
た
か
っ
た
こ
と
だ

と
蔵
じヽ
て
い
ま
す
。

徳
山
大
学
のン

キ
ャ
ン
パ
ス
と
オ

プ

ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、

そ
の
運
営
は

こ
の
流
れ
は
、
か

つ

エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
セ

・が
ら
、
大
学
の
歴
史
と

し
た
ｃ
こ
れ
は
、

新
入
生
の
た

実
は
オ
リ
ゼ

「新
入
生
の
た
め
に
」

で
し
た
。

ヤ
ン
パ

ス
開

徳山大学校友会会誌とくだい第 35号 2011年 3月 20日
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▼

一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徳
山
大
学
で
は
か

つ
て
入
学
生
を

一
堂
に
集
め
合
宿
形
式
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
セ

在
学
生
が

一

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

目
的
の
た
め
に
協
力
し
、

オ
リ
ゼ
ミ

毎
年
、
オ
ー
プ

画て



お便り紹介 校友会にお寄せいただいたお便りをご紹介

1期 下松市在住 武居 正修 さん

会誌とても懐か しく読ませてもらいました。草創期のキャンパス特に懐か しかっ

私は 1期生ですので当時を思いだしました。冬に学内のマラソン大会があり

になったことを覚えています。これからも気持ちを新たにして生活 していきます。ますますの徳

期待 して応援しています。

14期 岩国市在住 岸口 隆 さん

私も大学を卒業して20年以上たちました。なかなか大学へ行く機会はありませんが、「校友会誌」

知るうえで大いに役にたっています。「佐原先生お疲れ様でした」何か しら、徳山大学とは、かかわっていきた

15期 広島県在住 岡田 収 さん

いつも校友会誌を見るたびに懐か しく思い、大学時代が一番輝いて青春 していたと思います。何人かの友人 とは今で

も仲良くしております。お世話になった佐原教授・山岸教授が退任され寂 しく思います。

27期 周南市在住 山本 尚 さん

徳山大学校友会誌を拝読させて頂きました。発行毎に面白さが増しており、また様々な情報を提供して頂き、非常に

充実した内容だと思います。また、後輩方の頑張ってる姿等により小生も刺激を受け、もっと頑張ろうと言う気持ちに

なれました。これからも応援していますので頑張って頂きたいと思います。

31期 広島県在住 猪野 龍介 さん

今回の校友会誌の表紙をみてグラン ドが一面芝生になっていたので驚きました。また杉光学長には講義をして頂いた

ので退任の知らせに驚きました。ちょうど10年前希望を胸に入学 したのがついこの間のように感 じます。改めて時の

流れを感じます。

一ありがとうございました―

ヽ _

<プレゼントコーナー>～ 山口県名産品～

①      ②       ③

① 永谷青空CD・ ・ 03名様

フオークコンサートで熱唱した青空君のCDです。

② 岡虎黄金竹輪 10本セット・・ 03名様

創業明治 10年、平成 22年第 62回全国蒲鉾品評会

農林水産大臣賞受賞の山口県名産の竹輸です。

③ 朝日屋熟成ベーコン・・ 03名様

昨年好評いただきましたので引き続き、下松市の朝

日屋の秀逸の品をプレゼントします。

希望商品、氏名、年齢、住所、電話番号、会誌への

ご意見 。ご感想をお書き添えの上、

郵送の場合

〒745-8566山口県周南市学園台 徳山大学校友会

Eメ ール応募の場合

蠍興胆塁ョ亜憂菫理型聾墨ば墜m

ご送付 ください。

※ご意見 。ご感想は、誌上 。HP上で掲載されることが

ありますので、予めご了承ください。また、個人情報に

ついては、事務連絡のみに使用させていただきます。

編集後記・お礼

今冬は非常に厳しい寒さでしたが、ようや く春の訪

れを迎えました。校友会会員皆様のご健勝とご活躍を、

お祈り申し上げます。

編集スタッフ 企画広報部主幹 瀬川昌文 (1期)

三11島隆史 (3期)中村道陽 (11期)野村哲也 (20期 )

藤田美恵 (事務局)協力 徳山大学

徳山大学校友会会誌とくだい第 35号 2011‐奪13月 20日

計 、
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